
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
に
あ
た

り
、
全
組
合
員
を
対
象
に

本
部
が
実
施
し
た

「組
合

員

一
人

一
要
求
」
の
、
７

月
25

日
現
在
の
仙
台
地
方

本
部
の
集
約
結
果
が
出
さ

れ
た
。
地
本
業
務
部
の
集

計
に
よ
る
と
、

エ
ル
ダ
ー

社
員
を
含
め
た
１
２
２
名

の
組
合
員
の
う
ち
１
１
０

名
か
ら
要
求
が
提
出
さ
れ
、

集
約
率
は
、

エ
ル
ダ
ー
組

合
員
82
％
、
現
職
組
合
員

94
％
で
、
合
計
で
は
90
％

に
な

っ
た
。
他
労
組
組
合

員
か
ら
の
要
求
も
含
め
、

要
求
の
総
数
は
１
２
３
を

数
え
た
。

出
足
が
鈍
く
心
配
さ
れ

た
調
査
だ

っ
た
が
、
各
分

会
の
精
力
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
集
約
数
は
日
ご
と

に
増
え
、
9
分
会
中
4
分

会
で
１
０
０
％
を
達
成
し
、

残
り
5
分
会
の
う
ち
3
分

会
で
、
現
職
組
合
員
ま
た

は
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
集

約
率
が
１
０
０
％
に
達
し

た
。
３
つ
の
職
場
で
7
人

の
他
労
組
組
合
員
か
ら
取

り
組
み
に
参
加
い
た
だ
い

た
。
協
力
を
え
ら
れ
た
の

は
日
頃
の
関
わ
り
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
今
後
、

関
係
の
深
度
化
と
全
体

へ

の
波
及
が
望
ま
れ
る
。

現
職
組
合
員
の
要
求
で

多
か
っ
た
の
が
、
65
歳
ま

で
の
定
年
延
長
、
基
本
給

減
額
制
度
の
廃
止
、
第
２

基
本
給
の
廃
止
、
エ
ル
ダ
ー

問
題
な
ど
の
制
度
改
正
に

関
す
る
も
の
で
、
比
率
は

36
％
に
の
ぼ

っ
た
。

エ
ル

ダ
ー
問
題
に

つ
い
て
は
、

系
統
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
会

社
の
区
割
り
や
、
受
け
入

れ
先
の
要
員
需
給
で
希
望

箇
所

へ
の
就
労
が
厳
し
い

な
か
、
6
月
に
新
た
な
提

案
が
な
さ
れ
た
が
、
不
明

な
点
が
多
く
、
対
象
と
な

る
組
合
員
か
ら
は
、
早
急

な
解
明
を
求
め
る
声
が
相

次
い
で
い
る
。

ま
た
、
他
労
組
の
女
子

社
員
の
要
求
で
は
、
退
職

が
相
次
ぐ
職
場
に
疑
問
を

呈
し
、
女
性

へ
の
待
遇
改

善
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

エ
ル
ダ
ー
職
場
は
、
休

日
前
後
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル

や
暦
日
勤
務

の
特
休
扱
い

な
ど
、
法
制
上
も
疑
義
が

生
じ
る
勤
務
実
態
に
あ
り
、

社
員
が

「ブ
ラ
ッ
ク
」
と

言
う
労
働
条
件
に
関
す
る

要
求
が
57
％
と
高
い
数
値

を
示
し
て
い
る
。

更
に
、
プ

ロ
パ
ー
社
員

の
低
賃
金
、
突
発
的
な
作

業
変
更
に
よ
る
労
働
強
化

が
離
職
者
を
生
み
、
そ
れ

に
伴
う
要
員
不
足
が
労
働

強
化
に
つ
な
が
る
と
い
う

構
造
的
な
悪
循
環
を
生
み

出
し
て
い
る
。

ま
た
、
他
支
社

へ
の
里
帰

り
問
題
な
ど
、
国
鉄
時
代

に
行
わ
れ
た
労
務
政
策
の

偏
重
が
、
エ
ル
ダ
ー
に
な
っ

て
も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

設
備
要
求
と
し
て
出
さ

れ
た
、
７
１
９
系
車
両
の

ド
ア
装
置
の
改
良
、
車
両

セ
ン
タ
ー
の
増
線
や
防
風

柵
の
設
置
は
、
安
全

・
安

定
輸
送
を
見
据
え
た
も
の
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「
一
人

一
要
求
」

地
本
集
約
率
は
90
％

１
２
３
の
要
求
が
集
ま
る

項目別比率

制
度
改
正
と

新
提
案
に
関
心

劣
悪
な
職
場
環
境

組合員別の割合（％）

現職組合員68

エルダー

組合員36

他労組ほか6安
全
が
最
優
先

現職組合員

エルダー組合員

合 計



で
あ
り
、
経
費
の
問
題
を

口
実
と
さ
せ
な
い
要
求
の

継
続
性
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
保
護
具
の
耐
久

性
や
本
来
目
的
外
の
機
器

使
用
は
、
労
働
者
の
生
命

に
影
響
を
及
ぼ
す
重
大
な

問
題
で
あ
り
、
定
期
検
査

や
使
用
ル
ー
ル
の
確
立
は

急
務
で
あ
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
施

設
内
禁
煙
な
ど
、
弱
者
に

対
す
る
施
設
と
環
境
の
整

備
は
、
今
や
社
会
の
常
識

に
な

っ
て
い
る
。
施
設
内

の
温
度
管
理
や
受
動
喫
煙

は
、
健
康
被
害
を
も
た
ら

す
軽
視
で
き
な
い
問
題
で

あ
り
、
早
期
の
改
善
を
求

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
過
剰
と
思
え
る
会

社
の
苦
情

へ
の
対
応
が
、

報
告

・
追
及
と
い
う
職
場

風
土
を
創
り
出
し
、
社
員

を
委
縮
さ
せ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
実
態
が

「
ス
ト

レ
ス
の
な
い
職
場
環
境
の

実

現

」

「氏
名
札

廃
止
」
と

い
う
要
求

に
表
れ
て

い
る
。

職
場
に
は
問
題
が
山
積

し
て
い
る
。
議
論
の
場
を

創
り
出
し
、

一
人
職
場
で

あ

っ
て
も
要
求
の
多
数
派

を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
安
全

・
安
定
輸

送
の
視
点
に
よ
る
要
求
作

り
こ
そ
、
次
代
に
引
き
継

ぐ
財
産
に
な
る
。
交
渉
の

場
と
な
る
現
場
、
地
方
、

中
央
が
機
能
を
発
揮
し
、

組
合
員
と
の
信
頼
関
係
を

醸
成
す
る
こ
と
が
、
組
織

の
強
化

・
拡
大
に

つ
な
が

る
こ
と
を
共
通
の
認
識
と

し
た
い
。

7
月
19

日
、
宮
城
連
合

分
会
は
暑
気
払
い
を
兼
ね
、

仙
台
駅
前

「日
本
海
庄
屋
」

に
お
い
て
分
会
集
会
＆
ビ

ア
交
流
会
を
開
催
し
た
。

日
頃
点
在
す
る
職
場
で

奮
闘
し
て
い
る
分
会
組
合

員
と
の
貴
重
な
交
流
の
場

と
し
て
、
ま
た
OB
と
の
交

流
の
場
と
し
て
更
な
る
団

結
が
深
ま
っ
た
。

仙
台
地
本
か
ら
は
佐
藤

書
記
長
、
斉
藤
栄
久
夫
執

行
委
員
が
参
加
し
、
桑
折

駅
勤
務
と
な

っ
た
佐
藤
敏

則
福
島
連
合
分
会
長
も
元

宮
城
連
合
分
会
組
合
員
と

し
て
駆
け
付
け
た
。

元
仙
台
地
本
委
員
長
の

浅
野
さ
ん
か
ら
は
、
心
温

ま
る
激
励
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
。

佐
藤
書
記
長
か
ら
は
、

第
5
回
本
部
大
会
で
中
央

執
行
委
員
長
に
選
出
さ
れ

た
報
告
が
あ
り
、
渡
部
晃

分
会
長
は

「宮
城
連
合
分

会
と
し
て
全
体
で
支
援
す

る
」
と
エ
ー
ル
を
贈

っ
た
。

全
体
集
会
で
は
、
先
に

提
案
さ
れ
た

エ
ル
ダ
ー
の

JR
本
体
雇
用
の
問
題
に
疑

問
が
集
中
し
た
。
18

日
の

本
部
本
社
間
交
渉
を
受
け
、

仙
台
地
本
で
も
解
明
交
渉

に
向
け
た
、
職
場
で
の
確

認
行
動
の
取
組
み
が
高
橋

書
記
長
か
ら
提
起
さ
れ
、

参
加
者
全
員
で
確
認
し
た
。

最
後
に
12
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
定
期
大
会
は
、

福
島
連
合
分
会
と
同
日
開

催
に
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

芦
野
執
行
委
員
の

一
本
締

め
で
散
会
し
た
。
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心
身
の
疲
弊
が
進
む

エルダー頑張る

山
形
運
輸
区
で
車
掌
を
し
て

い
た
笹
武
弘
さ
ん
は
、
エ
ル
ダ
ー

の
第

一
希
望
で
あ
る
、
地
元
の

Ｊ
Ｒ
テ
ク
ノ
仙
台
新
庄
営
業
所

で
就
労
し
て
い
る
。
お
も
に
列

車
の
清
掃
作
業
と
、
そ
の
他
駅

や
運
転
区
の
施
設
清
掃
も
行

っ

て
い
る
。

職
場
で
の
問
題
点
は
、
月
数

回
の
委
員
会
の
場
で
、
全
員
が

意
見
を
出
し
合
い
対
策
に

つ
い
て
討
議
し
て
い
る
。

だ
が
、
昨
冬
、
連
日
続

い
た
除
雪
作
業
で
は
、
テ

ク
ノ
所
属
社
員
に
の
み
報

奨
金
と
し
て
数
万
円
の
Ｊ

Ｒ
旅
行
券
が
支
給
さ
れ
、

同

一
作
業
を
こ
な
す

エ
ル
ダ
ー

社
員
に
は
な
い
と
い
っ
た
不
平

等
な
実
態
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
仕
事
に
対
し
て

は
プ
ロ
意
識
を
持

っ
て
従
事
し

て
お
り
、
手
抜
き
な
ど
は

一
切

な
い
。

切
磋
琢
磨
し
て
職
場
環
境
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
頑
張

っ
て

い
る
。
冬
季
の
除
雪
作
業
は
厳

し
い
。
笹
さ
ん
の

一
層
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

要
求
を
眠
ら
せ
な
い

新
庄
運
転
区
庁
舎
を
清
掃
す
る
笹
さ
ん

▽
10
月
17
日

山
形
運

輸

区
分
会
定
期
大
会

（ゆ
さ)

▽
10
月
20

日

山
形
車
両
セ
ン
タ
ー

分
会
定
期
大
会
▽
10
月

23

・
24
日

新
庄
地
区

分
会
解
散
大
会

（岩
手
）

▽
10
月
25
日

山
形
駅

連
合
分
会
解
散
大
会

熱
さ
で
は
負
け
て
い
な
い
！

宮
連
分
会
が
暑
気
払
い

分
会
大
会
日
程


